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.第十八怨

(

九八

〕

，'雜
：錄クヨゾ•スチ

H
r
lト*ミゲの功利主義

|-
犹て

て
社
#

批
評
に
轉
せ
し
め
：た
.
る
は
こ
の「

述
築
の
七
燈
し 

の
印
に
.
說
か
れ
'た
る
敎
寵
で
あ
•

る
S

云

ふ

H

フ®

ハ
ジ 

ソ
ン
の
說
は
當
れ
り
ど
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

丨
斯
く
し
て
轉
じ
れ
る
ラ
ス
キ
ン
は
グ
ュ
ニ
ス
建
築
に 

關
す
る
速
急
の
硏
究
が
.左
糊
多
く
の
年
:̂
|
を
3?
す

る

事
メ 

な
く
し
て
完
結
す
る
もの

：：m
考
へ
て
ゐ
た
ら
し
く
又
他| 

方
に
於
い
て
は
一
近
世
*
,家論

」
：：

も

今1

卷
を
以
つ
て
一 

終
b

ぅ
る
も
の
^

考
へ
て
ゐ
た
ら
し
：い
o

併
し
ラ

ス

キ

| 

ン
0
.性
質
は
凝
ヶ
性
で
2)
'
:
>熱
狂
的
熱
中
的
で
；あ
づ
:,
:
| 

:

れ
、
.，故
：に
一
度
轉
じ
セ
る
研
究
の
魅
方
面
は
1

A
五
六
一 

年

「

近
世
鐵
家
論」

孽
ニ
卷
め
現
は
れ
る
ま
で
に
其
間\ 

七
年
を
費
し
上
記
の
建
築
に
關
す
る
名
著
作
过
五
篇
を 

黛
ふ
る
に
：至
つ
た
。

:'
 ̂

併
し
吾
人
は
ー
入
四
六
雄
以
後
四
八
年
に
至
る
克
で 

の
：ニ
年
間
に
就
い
て
先
づ
.語
る
必
越
：が
あ
る
。
四
：六
年 

は
主
ヒ
し
て
a
築
の
.硏
究
に
费
さ
れ
又
大
英
博
物
餾
內 

に
於
い
て
研
究
し
た
？
：併
し
一
八
四
六
年
：よ
り
セ
、
八

第一

魏

九

八
 

年
に
瓦
つ
て
は
文
筆
的
勞
作
比
較
的
に
»
く
病
斌
に
惱 

む
所
多
く
且
つ
は
家
庭
上
の
出
來
事
も
彼
の
著
述
的
生 

活
に
著
し
き
發
展
を
許
さ
な
か
つ
た
。

(

未
完)

シ

ヨ

ン

*

ス

^

ユ

ア

1
-

-

。

:

-
ル

の

功

利

主

義

R

就

て

:
:
v
宇

佐

美

.掏

:

.
吾
人
は
功
利
主
義
を
以
て
、
人
間
行
爲
の
善
惡
決
定 

の
標
準
は
功
利
或
は
快
樂
^
り
ビ
す
る
カ
ン
バ
ー
ラ
ン 

ド
以
後
英
國
に
興
り
し
傭
理
的
主
張
を
意
味
せ
ん
ビ
欲

.
ジ
ヱ
レ
ミ
丨
\
へ
ン
サ
ム
は
屢
-
功
利
主
義
の
榄
範
的

代
表
者
^
云

は

れ(Albee: 

A

 History 

of English 

utmtarianism. 

p. 

ION
5
V
恰
も
そ
が
創
始
者
の
如
く
に

思
'̂
る
。(

n
o
g
e
r
s
: 

English and A
m
e
r
i
c
a
n

 

philo­

sop
h
y

 since 

s)
8
'
p
. 

5
2
)

又
彼
^
最
も
ょ
く
比
較
3
 

る

。へ
ー
レ
1
が
彼
の
_

ブ
の
偷
理
學
書
の
序
文
に
極
め 

て
0]
]
白
に
タ
！1
力
ー
の
非
常
な
る
影
響
を
受
け
た
る
を 

記
ず
る
：に
.反
し
、
彼
は
自
ら
常
に
'功
利
理
論
の
創
設
者 

の
如
く
®
錄
す
る
。
實
に
彼
の
弟
子B

o
w
r
i
n
g

に
依 

つ
ー
て
記
ぜ
ら
れ
し
會
話
の
中
に
、
ベ
ンK

:

ム
は
他
人
に 

負
ひ
し
唯
：:1

の
恩
患
が
ブ
リ
ー
ス
ト
レ
ー
の
著
政
府
論 

:

に
：最
大
多
數
の
最
大
幸
調
な
る
.語
の
偶
然
使
用
さ
れ
た 

一
る
事
ま
に
深
く
印
象
を
受
け
^

--
"
事
の
み
で
ぁ
る
か 

の
如
ぐ
云
ふ
の
で
ぁ
る
？ 

(

>
}cr
e
e 

: 

Ibid' 

pp. 

1
6
5- 

V
I6
5
)
o
:
.
:
.

 

V
.

i:
:

.乍
併
> 

功
利
主
義
は
ァ
々
ビー

の「

指

摘

せ
る

如
く
、
 

ベ
ン
サ
ム
：が
!§

書
を
罾
し
>
 

彼
及
び
ミ
ル
父
子
が
公
衆 

的
快
樂
說
ょ
.り
演
釋
し
て
社
會
及
：び
政
府
に
對
し
彼
等 

獅
良
の
見
解
を
大
成
す
る
以
前
、
：旣
に
本
來
の
偷
理
說 

定
し
て
大
な
る
發
展
を
な
し
來
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
"

(Aibee : 

Ibid, 

Introduction 
X
u
)
。

s
く
カ
ム
べ
I

ラ
ン
ド
此
後
ヒ
ユ
1

ム
、
ア
ブ
ラ
ふ
ム
•
タ
ッ
力
I
、
ク 

ィ
リ
ヤ
ム®

ぺ
|
レ
ー
等
を
經
て
ベ
ン
サ
，
ム
に
至
つ
た 

思
想
家
の
一
系
統
で
ぁ
る
。
：

|

ホ
ッ
ブ
ス
以
前
に
於
て
は」

般
に
、
人
間
意
志
の
嗰 

一
可
能
な
る
內
容
は
個
人
の
利
益
或
は
害
惡
な
り
を
さ 

\ 

.れ
た
。
然
る
に
そ
れ
以
後
に
至
.り
、
偷
理
打
爲
の
標
準 

j,

は
、
菩
人
の
同
胞
の
矶
#
の
爲
め
の
行
爲
の
結
染
の
純 

「

粹
な
る
心
理
學
的
方
法
に
求
め
ら
れ
た
。
遒
徳
性
は
獨 

、

會
體
の
內
の
.み
に
存
在
す
る
。
彼
の
爲
め
、
而
し
て 

| 

■彼
の
み
の
爲
め
な
.ら
個
人
は
.自
己
の
禍
福
を
知
る
。
併 

「

し
社
會
に
於
て
は
人
間
の
行
爲
は
他
人
に
與
ふ
る
利
密 

に
依
つ
て
判
斷
さ
る
。
是
れ
の
み
が
偷
理
判
斷
の
標
準 

t

し
て
是
離
さ
れ
る
o 

(
W
i
n
d
e
J
b
a
n
d

 

: 

A

 

s
s

t
o

r
y

。
叫 

P
h
i
l
c
s
o
p
l
i
y
,

 

p
.

 

512)0

ジ
ッ
チ
ヤ
I
ド
。
力
ム

\

1
•一フ.ン
ド
は
B
然
法
を
以
て 

.有
ゆ
る
道
德
及
文
明
智
識
の
®
礎
な
り
ビ
主
張
す
る」

第

十

八
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九
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，雜

錄

.
ジm
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イ
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就て：
|

笫

I
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九
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U
C

C
〕

雒

錄

ク

ョ

ゾ

•ス
チ

H

ァ

ー
ト
。
ミ
)̂
の

坊

利

主

義
|-
就
で

(

A
cr
e
e
: 

JKd.p. 15
)
。

日
く「

理
性
激
の
總
て
の
紕
織 

に
於
け
る
公
:|
.
1
:
ハ
の
善c

o
m
m
o
n

 g
o
o
d

を
增
進
す
ベ
き
菩 

人
の
可
及
的
努
力
は
所
在
ゆ
る
善
を
助
®
せ
，し
む
。
そ

の
中
に
部
分
ぐ」

し
て
の
吾
人
の
幸
福
が
包
含
さ
れ
る
。
 

而
し
て
そ
®
反
對
の
行
：爲
は
反
對
の
結
粜
ゼ
產
み
、
爲 

め
ヒ
0
已
の
悲
慘
は
他
;0
悲
慘
の
中
に
#
す
る」 

Crumberland : 

D
e

 degibus naturae 
で
.16

)
。

か
く
て 

:彼
ば
公
_
の
.善
は
.最
高
の
因
的
に
し
て
德
準
で
あ
か
、
 

&:
つ
て
他
の
，有
ゆ
る
；规
則
及
び
道
徳
は
そ
れ
に
ょ
.つ
て 

決
す
ど
爲
せ
し
笫「

人
薄
で
あ
る
こ
ど
に
坡
り
蓊
名
で 

あ
る
。(sidg-wick : 

History 

c
f
w
t
h

o*
s
, p

.
ン
。
乙

れ
彼
が
英
國
功
利
主
義
の
眞
め
^
設
者
を
去
は
れ(

>
一
 

_
 

bee : Ibid p. 

1)

、
或
は
後
期
功
利
生
義
の
先
驅
者
€
稱 

仲
ら
る
、
所
以
で
あ
る
。(s

i
d
g
w
l
c
k
「
Ibid. 

P. 

1
2)

0 

,
答
人
は
彼
の
偷
理
觀
が
や
が
で
^
ト
ラ
ー
及
び
ベ
1

 

レ
I
の
如
き
前
#
が
道
#

^
者
の
.み
な
ら
.ず
、
ブ
リ
ー 

ス
ト
レ
|
及
び

\

丨
ト
レ
ー
の
如
き
聯
想
心
理
學
者
に

第

一

雛

1
0
0 

ょ
り
|
|得
.せ
ら
る
、
を
见
る
。
か
く
て1

つ
の
行
涊
次 

倫
理
的
に
K
樂
が
增
加
す
る
に
從
ひ
そ
の
割
合
に
て
幸 

,

r
は
增
進
す
、
而
し
て
一
方
幸
福
に
參
與
す
る
人
數
が 

增
す
に
從
つ
て
そ
の
幸
福
は
大
^
！な
る
。
即
ち
偷
理
の 

理
想
は
最
大
多
數
の
最
大
幸
福
で
あ
る
。
こ
れ
が
功
利 

生
義
の
德
語
ど
な
り
、
.

(

w
5*
d
ecr
a
n
d
: 

Ibid, 

p. 5 
こ)

、 

近
世
歐
洲
に
於
て
、

'&
心
あ
る
人
々
を
し
て
彼
の
信
印 

V

の
上
に
相
举
ふ
主
張
を
判
斷
す
る
地
利
を
#
也
し
め
、 

了
且
破
等
を
し
て
|«
昧
無
替
な
る
ー
致
に
代
る
に
、
批
判 

\

的
郫
的
ー
致
を
以
て
せ
し
む
る
に
茧
る
の
で
あ
る
。(

ト 

H
.

 

G
r
e
s
:

 

Prolegomena 

to 

Ethics 、
1906. p

.

ぢ
ィ
ノ
。

ニ

I
第
十
八
世
紀
ょ
な
十
九
歡
紀
前
半
に
M

る
英
闕
道
徳

衍
學
忍
想
は
.非
常
に
意
見
の
紛
糾
せ
る
時
代
で
あ
つ 

た
。
.就
中
偷
理
標
準
の
問
題
及
，び
道
徳
能
力
の
本
質
に 

關
す
る
問
題
に
就
い
r
著
し
か
つ
た
o
ヤ
ッ
チ
ン
ン
、
シ

,
 

ャ
フ
ツ
ベ
ジ
ー
の
如
き3

0
rai 

sense 

philosopher 
s

a
心

?!
感
惝

s
を
同
to
し
、.Benevolence

を
以
て
人
^:

に
：於
け
る
最
高
の
道
徳
原
則
ど
主
張
し
：た
。：

又

馨

バ 

ト
ラ 
I

 
の
如
き 

intuitive 

moral 

philosopher 
は
度
心. 

を
以
^
本
質
的
に
合
理
的
な
る
も
のVJ

し
"
ほ
發
的
に 

レ
て
無
上
の
權
威
を
有
す
る
獨
立
的
能
カ
に
S

て 

た
0(

w
.

r

D
a
v
i
d
s
o
a
: 

politrcal 

T
h
o
u
g
h
t

 

of 

the 

u
l
a
r
i
a
b
i
s
m
,

 

p. 

4
5
)

ペ
シ
サ
ム
.は
這
般
の
所
說
を 

論
駁
し
て
云
ふ
、「

.I
E
:邪
の
檩
準
に
關
し
て
今
迄
述
べ
.
 

ら
れ
し
諸
種
の
體
系
は
：要
す
令
に
論
者
-
個S

好
惡
に 

歸
す
べ
き
で
あ
る
。」

，
Q
s
t
h
a
B 

“ 

Introd ucti 

o 

n to the 

P
H
n
d
p
k
s

 

of 

Morals 

ard 

L:n
)
g 一
 slation, 

’P
.
I
7
)

即 

ち

「
Moral 

g
scr
t

^com
r
n
o
n

 Mseuse, 

under standing-, 

reason, 

rcp
l
-
r
e
w
s
o
n
, 

:bptur,e,;:natural

::law) 

natural, 

.justice, 

natural e^uitw g
o
o
d
o
r
d
e
l
v

 truth 

の
^
き 

有
ゆ
る
言
は
羅
竟
苗
己
の
命
令
に
服
:#
せ
じ
め
ん
ビ
す 

る
人
々
の
«
斷
の
み」

ビ
。(

B
e
n
t
h
a
m

 : 

Reontology, 

.vol. 

I.'ohap. 

i
v
.
'
d
.

、
7
I ン
o 

丨
.

第

十

八

卷(

l
o
i

〕

雜

錄

，ジ
ョ
ン
。
ス
チH

ア

然

ら
ば
べ
ン
サ
ム
の
偷
理
的
思
想
は
如
何
"

英
»
に 

,
,於
，て
は
第
十
六
世
紀
以
後
自
■
科
學
の
勃
*

に
伴
ひ
、
 

.偷
理
學
も
亦
そ
の
影
響
を
受
け
m
然
科
學
的
な
る
研
究 

■:
方
法
を
用
ひ
な
0 V

ン
サ
ム
も
此
の
傅
統
に
從
ひ
彼
の
.
 

|
:偸
埋
學
は
人
間
性
の
硏
鑽
に
始
る
。

_

I 

/
ベ
ン
サ
ム
に
從
へ
ば"

「

洎
然
.は
人
間
を
快
樂
及
び 

I

苦
痛
な
る
ニ
人
の
帝
王
の
支
配
下
に
置
く
、
何
を
な
す 

I

';
へ
き
か
を
示
し
？
又
何
を
爲
3

ん
か
を
決
心
せ
し
む
る
：
 

|

も
の
は
獨
&
こ
の
帝
王
で
あ
る
。
二
方
に
於
て
は
善
感 

の
標
準
、
他
方
に
於
て
は
因
果
の
連
餓
は
此
ニ
人
の
茧 

|::
:
座
に
結
付
け
ら
る
。j 

'而
し

て「

吾
人
が
如
何
に
此
從 

一.
屬
關
係
よ
6
脫
却
せ
ん
せ
努
力
し
て
も
、
其
努
力
は
却 

—
つ
て
#
'.
-
關
係
を
緊
密
な
ら
し
む
る
に
終
る
の
で
あ 

る
。」

(Bel t
b
a
m

 : 

Intro。
to the Prindples of Morals 

S
C
I

 

Legfslatfon, 

p. 

1
)

。
彼
は
斯
の
如
き
人
間
の
心 

理
的
事
實
よ
り
出
發
し
て
功
利
說
を
樹
立
す
る
"
彼
に 

よ
れ
ば
功
刹
主
義
は
此
從
厲
を
認
め
且
之
を
以
て
其
哲

丨
ト
I

、
ル
の
功
利
生
義
に
就
弋 

第1

雛 

ー
0
|



:

落

ヤ

八

怨
2

0

5

へ

〒

錄
 

摩
の
媒
礎
ビ
な
す
も
の
に
し
て
、
：理
性
^
法
則
ど
の
平 

に
ょ
^
て
幸
福
の
跟
觉
を
碰
立
せ
ん
ビ
す
る
の
が
そ
の 

自
的
で
あ
る
0

.
彼
謂
へ
ら
く「
功
利
，主
義
^
は
或
る
行
爲
の
影
響
を 

縷
る
人
々
の
幸
福
を
增
減
す
る
傾
向
に
ょ
つ
て
そ
の
行j 

爲

を

H
足
し
又
は
之
を
否
定
せ
ん
^
す
る
'原
理
を
：
 ̂

ふ」

ゼ

o (
B
entham : 

Ibid. 

pv;
2)
。

從
つ
て
彼
の
所

謂
翻
な
る
行
爲
ヒ
は
.公
共
0
:幸
福
を
堦
進
す
る
傾
昀
が
. 

之
を
減
少
す
る
傾
向
ょ
6
も
大
な
る
行
爲
で
あ
る
。：
何
：
 

故
な
ら
ば
公
共
ビ
は
個
人
が
そ
の
成
員
^

な
b

て
成
立
一 

ム

得

：る
假
作
的
國
體
を
い
ふ
。
か
く
て
、「

J E
じ
き
や
誤
ン|
 

れ
る
や
の
H

る

急

は

、i

多
I

最
大
幸
'： 

1個
で
あ
る 
0」

(
w
e
n
t
h
a

彐
：F

r
a
g
m
e
n
t

 on g
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,

 

\ 

p. 

9
3
>
o

彼
は
快
樂
を
獨
む

ft
*
的
に
の
み
考
察
し
、
そ
の
間 

に
性
質
：の
差
を
願
慮
し
な
.が
つ
な
。
：そ
の
結
果
彼
は
最
：

.:

大
幸
福
め
测
定
法
に
就
き
極
；め
て
科
學
的
客
觀
助
な
.る

第一

號

1
0ニ 

S
の
を
後
M

f
る
を
.得
た
。
彼
は
快
樂
の
偾
値
は
セ
の 

强
度
•繼
繪

&

否

•遠
近
並
び
に
生
產
ヵ
•純
粹
性
及
び 

延
長
性
の
合
計
七
箇
條
に
照
合
し
て
計
量
さ
る
ベ
き
を 

:

云
ふ
。(

B
e
n
t
h
a
m
: 

P
H
n
d
o
l
e
s

 

o
f

g
. and 

L. 

pp.

29
-3
2
)

o

彼
は
叉
快
¥

痛
の
發
生
す
る
淵
源
を
四
分 

す
る
。
即
ち
自
然
的
。
政
治
的

•
道

徳

的

及

び

宗

•
敎

的 

の
そ
れ
で
あ
る
。

乙
の
四
者
に
別
名
を
附
し
て
制
製 

S
a
n
s
o
n

ど
す
る
。
何
故
な
ら
ば
是
等
四
激
に
屬
す
る 

快
樂
は
菩
人
を
或
る
法
則
に
向
っ
て
强
制
す
る
力
を
冇 

す
る
か
ら
で
.あ
る
。
若
し
，吾
人
が
最
大
幸
福
の
原
則
に 

相
反
す
る
行
爲
を
な
す
ビ

&
，
以
上
の
.四
方
而
に
菩
人 

の
快
樂
が
減
せ
ら
れ
苦
痛
が
增
加
す
る
の
で
あ
る
。
 

(
s
s
t
h
a
m

 : 

Ibid. 

pp. 

2
4
-2
8
)。

'併
し
べ
シ
ナ
ム
は
功
利
說
が
疋
確
な
る
原
现
な
る
爲 

め
：に
如
何
な
る
戰
明
が
可
能
な
り
や
£
の
ff
l

M

に
»
し 

て
不
可
能
な
り

ど
答

へ
る
。
何
^
な
れ
ば
事
物
を
論
© 

す
る
爲
め
に
は
何
物&
を
前
提
ど
し
、
M

理
を
假
足
す

クm

ゾ*

ス
チ
太
ァ
1
ト
*ミ》

の
功
利
主
義
>
u就
て

る
を
要
す
る
。
乍
併
論
叙
の
連
銷
；は
何
れ
が
に
そ

(7
>
發
：

法
則」

「

IE
し
き
道
理J

「
遒
德
心」

「

自
然
の
茁
義
-
:等

_

端
を
見
出
^
ね
ば
な
ら
ぬ
。
：其
敬
端
を
な
る
原
理
の
®

明
ば
不
可
能
不
必
要
■で
あ
る
。
：即
ち
第
、一
M

M
は
瞪
左

<
 

■
 

.

.

を
許
さ
な
い
。

V

シ
サ
ム
は
斯
法
に
依
b
て
i

n
ご 

sollen,

の
問
題
を
解
決
：せ
ん
ど
：す
る
：。
;
然
れ

^
も
吾
人 

は
こ
れ
の
み
に
て
は
何
故
0'
己
の
快
樂
を
犠
牲
に
し
て 

丧
火
多
數
の
最
火
幸
福
を
求
む
る
が
善
な
o
や
不
可
* 

で
あ
る
。

:

偷
诩
舉

に
科
學
的
方
法
所
謂B

e
t
h
o
d

 

of detail

を 

適
用
せ
し
こ
^
は
ペ
シ
ナ
ム
の

一
大
特
徵
で
あ
る
。

ジ 

ョ
ン
*
ス
チ
ュ
ァ
ー
ト

-
、、、
;-
が

4
シ
：サ
ム
の
主
耍
瓜
想 

を
解
賺
し
た：D

u
m
o
n
t

!'''

の
立
法
論
を
讃
み
て
感
心
せ
し 

I 
?
が
ーi

つ
あ
つ
た
。

一
つ
ば
，ペ
イ
サ
ム
が
人
間
の
意 

見
及
び
制
度
法
规
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
べ
き
か
を 

論
じ
、
功
利
主
義
の
原
則
‘の
み
獨
り
こ
れ
を
解
決
し
得 

ぞ
せ
し
®
で
あ
る
が
、
：、他
の
:'
::ー：は
乙

の
科
學
的
形
式
を 

適
用
せ
し
乎
腕
で
あ
る
。
即
ち
べ
シ
サ
ム
.が

「

S
然
の 

笫
十
八
餘

c
l
o
H

〕 

m

錄

:

の
文
言
ょ
K
V演
繹
し
來
れ
る
他
間
ー
般
の
道
德
及
び
立 

:法
に
於
け
る
推
論
法
を
何
等
理
ti
i
な
き
獨
斷
說
ご
し
、 

自
ら
は
行
爲
の
結
果
の
快
藥
苦
痛
どS
ふ
倫
理
學
上
の 

I 、

原
則
^

4f
fl
S
レ

て

■.科

學

的

分
.類
を
用
た
漁
で
あ 

る
。

(J. 

S. 

Mill: 

Autobiography, 

100
7
3. ：PP- 
^

 

6
5
)

:;
換
言
す
れ
ば
べ
ン
サ
ム
は
法
律
偸
理
等
の
刷
會
科 

學
に
0
然
科
學
ど
等
し
く
經
驗
を
普
遍
化
の
立
埸
ょ
纟 

」

；發
股
構
成
し
て
計
脣
的
概
念
に
ょ
つ
て
認
識
し
系
統
付 

j

け
ん
ビ
す
る
方
法
を
採
つ
た
の
で
あ
る
。
此
處
に
吾
人 

は
彼
が
ゥ
ィ
リ
ャ
ム
9

ベ
.
l

y丨
^
別
れ
、
非
紳
學
的 

:
r功
利
主
義
者
ぶ
レ
一
友
は
る
、
に
，至
り
し
所
以
を
見
出
す
。
 

此
の
a
に
關
じ
ア
ル
ビ
一
が「

ベ
ン
ナ
ム
の
偷
理
學
に 

對
す
る

非
»
學
的
議
論
は
單
に
彼
の
個
人
主
義
的
態
度 

を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
自
#

に
於
て
偷
理
學
說
の 

I

港
步
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
し(

A
I
b
e
e
:

!I!istoIy of

English 

UtiHtarianis

日
，p. 

I6S) 

cす
る
の
に
讃
し

S

ン
タ
ス
チ
a，
ァ
ー
ト
。
ミ
か
の
功
利
主
義11

就
て 

笫一

號 

一
O
H



.

f

i

广
一
〇
四)

雜

錄

S

ソ
-ス
チH

ァ
丨
>

1V

の
‘功
利
義
.暴

、

第
一
號 

一
o
田

辦

い

何

故

な

ら

ば

W
雷

®
®
說

はr

神

の

み

獨

り

「

詩
ど
留
針
I

比
較
し
て
快
樂
の
最
が
等
し
け
れ
：

H

為

る

奪

人

間

4

顧

.

遺

:®
!

i

す」

；S

—

兩
者
の
？

等
し」

a
.

 

S. 

Mill: 

Dissertations 

I

し
死
後
の
褒
賞
の
み
を
#
念
す
る
も
の
：に
し
て
、
W
の 

如
き
は
人
間
の
要
漱
K
基
く
人
爲
0

要
*;
:め
る
.; 
9」

を 

忘
去
せ
ん
^
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
菩
人
は
ベ 

.ン
サ
ム
の
斯
法
に
全
然
同
意
し
、
そ
の
完
全
を
^
め
ん 

ど
す
る
も
の
で
は
な
い
，o:
何
故
な
ら
ば
本
來
快
樂
は
主 

觀
的
感
僻
に
し
て
务
人
其
の
快
樂
苦
痛
ど
す
る
所
を
異 

:

に
し
、
之
を
客
觀
的
に
.計
«
す
る
が
如
き
は
木
可
能
事 

た
か
ら
で
あ
る
。

觅
に
べ
ン
サ
ム
說
の
長
所
且
短
所
な
る
は
旣
述
せ
る 

如
く
、：

彼
が
快
樂
に
®
ら
量
的
龆
別
を
の
み
認
め
し
こ 

W

で
あ
る
。素
ょ
6

經
驗
派
に
®

す
る
P

ッ
ク
、
ヒ
ユ
ー

ム 

等
の
至
火
な
る
影
響
を
受
け
善
恶
を
判
斷
す
る
に
先
天 

»

を
否
足
し
、
求
む
る
は
只
感
官
的
快
'
樂
で
あ
る
r

す 

る
似
が
：.
収
1 1

の
性
質
を
©

.

め
へ
ず
^
.
ら

數

量

に

依

り

て
 

の
み
區
別
す
る
は
當
然
で
'
ぁ

る

。

併

し

之
(:
依

つ

て

Discussions, 

vol.II. 

p. 

I9
cx
>

い
ふ
が
如
き
奇
興 

パ
：
な
る
決
論
に
到
達
す
る
に
至
る
も
論
理
的
常
然
皮
云
は 

|

ね
ば
な
ら
ぬ
。

j

一.

這
般
の
特
長
^
弱s

ど
を
ベ
ン
サ
ム
の
功
利
ネ
；義
は 

併
合
す
る
‘_之
を
要
す
る
に
べ
ン
サ
ム
に
ょ
b
て
取
扱 

は
る
、
人
間
は
只
之
外
界
の
快
樂
を
求
め
苦
痛
を
避
く 

:る
生
物
に
過
ぎ
な
い
。
制
裁
の
法
則
に
從
つ
て
述
命
論 

I

的
に
動
く
機
械
に
過
ぎ
な
い
。
彼
’か
偷
理
學
に
沒
憤
値 

|

的
科
學
的
方
法
を
適
用
し
^
こVJ

は
，偷
现
學
の|

、進
步 

な
るM

ビ
は
避
®
さ
る
。
併
し
更
にj

步
進
み
て
人
間 

„
性
を
凝
視
す
る
ど
き
、

:|
1:ハ處
に
不
滿
不
悉
を
感
ず
る
0 

:r
f
に
.こ
れ
が
完
成
は
彼
の
,®
想
上
の
嗣
子
ジ
ョ
ン

*
ス 

'チ
ュ
ァ
l

:

f

ル
に
殘
さ
れ
L
栗
上
な
る
義
務
で
あ
つ

7
*
0
 

.

f

iii

:

ン
ジ
3:
シ
0
ス
チ
ュ
ァ
ー
ト
かr

;

ル
の
功
利
主
義
的E

心
想 

.
の
最
\

節
明
に
表
示
5
る
、
も
の
は
彼
0
:「

功
利
主
義 

論」

で
あ
る
。

1

八

六

1
¥

F
r
a
s
e
r
)
s

 

M
a
g
a
z
i
n
e

に 

都
稿
さ
れ
し
も
の
に
し
て
、
上
辟
さ
れ
し
は
一
ー
钜
後
の 

4
八
六
三
.年
で
ぁ
る
。

-.
!

'

' 

:

.

E

心
ふ
に
.彼
の
功
利
的
ft
坪
說
は
そ
の
精
髓
を
分
ち
て 

，次
の

V
I
V
J
な
す> J

^
を
#
る
。

(
1
〕

彼
の
快
梁
な
る 

:
槪
念
に
關
し
て
く
あ
る
0
帥
べ
ン
サ
ム
が
¥
ら
啬
に
關 

し
て」

の
み
考
索
し
た
，る
に
反
し
，
彼
は
質
を
も
併
せ
硏 

•
:
魏
u
fs
タ
從
つ
て
三
ル
^
於
て
は
質
的
#
違
の
決
定
法 

:
が
問
®
 VJ

な
る
。

(

ニ)

；
功
利
主
義
遵
奉
の
動
機
如
何 

::
の
問
題
で
ぁ
る
°
ベ
ソ
サ
.ム
，が
制
裁
に
外
部
的
の
も
の 

S
み
を
求
め
{
に

、、、V

は
內
部
的
制
裁
を
鍊
考
し
"
人 

::
'間
の
社
會
的
感
情
、
良
心
等
を
認
め
た
。

」：(

三)

功
利
主
へ 

義
の
譜
明
方
法
で
め
な
0

ベ
.ン
サ

ム
が
殆
ん
ど
斯
題
に 

.服
知
せ
ざ
る
に
反
し
、
彼
は
聯
想
心
則
學
を
利
川
し
て 

*

論
斷
し
れ
。
 

.

.第
十
八
#
 

C
1
G

五)

雜

.錄

t

ン
，
ス
1

一

吾
人
は
次
に
順
次
以
上
の
諸
問
題
を
檢
討
す
る
で
あ

四

|::
':
.ミ
ル
ば
幸
福
を
以
て
入
間
唯1

の
目
的
だ
考
へ
た) 

\ 

(J. 

S. 

Mill: 

Utilitarianisnv 

ICC
7
4, P. 

5)
而
し
て 

\

彼
は
ベ
ン
サ
ム
<
等
し
く
行
爲
は
そ
れ
が
幸
福
を
僧
進 

j

す
る
侧
IH
J
に
準
じ
て
®
で
あ
り
、
幸
福
の
反
對
を
造
る 

|

傾
向
に
從
つ
て
悪
で
あ
る
€

主
張
す
る
。(J. 

S

 

_
 : 

Ibid.. p. 

9)

0

然
る
に
彼
の
幸
福
な
る
槪
念
は
コ
ー
ト 

ネ
ー
の
沄
へ
る
が
如
く
可
成
り
曖
味
で
め
る
。(

W
.
L
.

 

Courtney: 

Life 

s
d 

Writings of John 

Stuart 

IVUi!;

j: 

V 1
3
3
)
。

當
初
に
於
て
は
堪
に
幸
福
は
快
樂
、
苦
痛
の 

缺
如
を
.意
味
し
、(

I
v
n
l

r:u
t
n
i
t
a
d
a

3.s
m
,

 

p. 

9
)、

や

が
て
品
泣
の
感
覺
は
幸
祖
の
本
質
的
部
分
に
し
て
、
幸 

福
は
'滿
足
な
し
に
存
在
す
ビ
な
し
？ (

Icr
a
. P.

パ4 )

逝
、
 

ん
で
人
間
の
望
し
ぎ
唯
一
の
も
の
を
意
味
し(Ibid. 

p. 

5 2
)
、

か
く
て
幸
福
の
成
分
は
#
常
に
多
く
そ
は
堪
に
あ

丨
ト
。
ミ
;|
/
の
：功
利
生
義
1
1栽
て 

第I

號

'
〇
五



第
十
八
怨

(

ー
0
六〕

雜

錄

ク

ョ

ゾ

*ス
チ

1
?ァ
ー
ト
ミ

/
,1
/
の
功
利
生
義
に
就
て

第一

號

一
〇
六

ろ
も
の
、
集
合
に
あ
ら
中
^
斷
ず
る
の
で
あ
る
。(Ibid. 

p.. 

5
4
)
。

換
言
す
れ
ば
最
初
單
代
快
樂
的
感
情
を
意
味 

せ
し
幸
福
な
る
槪
念
が
'
や
が
て
人
生
の
颇
M
或
は
尊 

勘
を
愈
味

し
.、
遂
に
吾
人
が
望
ま
ざ
るV

か
ら
ざ
る
最 

大
幸
福
？
な
る
。
然
れV 」
も
吾
人
に
最
も
興
味
多
き
は 

彼
が
師
べ
シ
サ
ム
に
度
し
、
，敢
然
ど
し
て
快
樂
に
質
的 

1&
‘£
を̂
附
划
せ
し
1

で
あ
る
。

何
故
質
的
差
異
^
設
定
せ
し
や
。

日
く

人
生
が
快
樂 

以
上
の
高
：き
自
的
を
有
さ
ず
？
想
像
す
る
t
ミ
を
豚
の 

.み
に
適
す
る
學
說
な
卩VJ

す
る
古
今
に
瓦
る
輕
侮
に
對 

杭
す
る
爲
め
で
め
る
。(

J
.
s
,

 

Mill: 

ibid. 

.p. 

1
0)°

.即
t,
'

彼

，は

斯

の

如

き

非

雛

は

㈣

の
享
持
し
#

る
快
樂
»
 

外
の
快
樂
を
人
類
が
享
受
し
得
ざ
る
も
の
ビ
想
像
す
る 

ょ

n
生
す
^

な

し

ヽ

人

類

に

は

ょ
b

質
的
に
高
き
快
樂 

の
#

狂

す

る

を

主

張

す

。

炉

く

て

彼

は

「

他

の
:-
■
切
の 

亊
物
を
評
價
す
る
に
當
り
、
質
も
量V

J

共
に
考
量
せ
ら 

れ
电
ら
、
獨
b

快
樂
の
評
値
’か
a

の
み
.に
依
ら
ざ
る
ベ

か
ら
ず
^
す
る
の
は
不
合
理
で
あ
る」

^
斷
定
す
る
。 

(ibid. 

f>D. 

II, 

1
2
)
。

ミ
ル
に
從
つ
T
質
的
差
別
を
認
む
る
と
き
そ
の
優
劣 

は
如
何
に
し
て
決
定
す
ろ
乎
。
彼
は
一
：ム
ふ「

«

一
 

の
答 

が
あ
b
得
る
。
二
つ
の
快
樂
あ
b
、
そ
の
快
樂
に
就
て 

を
の
緙
驗
す
る
總
て
若
し
く
は
殆
ん
^
總
て
の
人
が
選 

ぶ
に
道
德
的
義
務
の
感
情
に
關
せ
中
、
そ
の
一
を
必
中 

採
る
^
す
る
な
ら
ば
、
そ
は
他
ょ
り
も
盟
丨
'き
快
樂
で 

あ

る

じ

從

つ

て

ニ

^
の
中
そ
の
一
がr

不
滿
见
の
一 

:

層
大
な
る
量
を
俾
ふ
を
知
る
に
拘
ら
ず
、
仑
を
選
ぶ
に 

,他
の
>.
位
に
.置
く」

な
ら
ば
、

_五！！

人
は
そ
の

a
れ
し 

快
樂
に
質
に
於
け
る
優
越
を
認
む
る
は
常
然
で
あ
る」

 

S 
0 (ibid. 

p. 

1
2
}
。

ミ
ル
は
二
つ
の
事
物
に
....
同
樣
に
通
®
し
觀
負
し
^

る 

人
々
♦か
、
彼
等
の
ー
層
高
你
な
る
才
能
を
必
耍
を
す
る 

生
活
の
方
式
を
選
ぷ
ミ
い
上
事
實
を
明
か
に
認
め
る
。
 

(J. 

s*

l

;
 Ibid. 

p. 
I ?

)
。

而
し
て
品
位
の
感
覺

I

S
e
n
s
e

 

of 

d
i
g
n
i
t
y

が
が
く
さ
せ
る
^

い
ふ
。
優
秀
な 

.る
人
は
同
等
の
境
遇
に
於
て
劣
等
な
る
人
ょ
り
幸
福
に 

非
中

C 
_
像
す
る
人
は
幸
福
ど
滿
足
ビ
を
混
同
す
る
も 

の
で
あ
る
：。
草
樂
01
能
力
の
劣
等
な
る
も
の
は
最
も
多 

<
滿
足
の
.機
#
を
有
す
る
こ
ミ
は
疑
：.へ
^
ぃ
。
，併
し
高 

尙
な
る
才
能
を
與
へ
ら
れ
し
入
は
®
に
望
む
べ
き
何
等 

が
の
宰
福
の
存
在
を
感
ず
る
.。」

さ
れ
ば
彼
は
云
ふ

「

滿 

足
し
れ
豚
な
る
ょ
り
不
滿
足
な
る
人
間

S
な
る
が
善 

で
あ
る
。

滿
足
し
た

!1
教

^
な
る
ょ
り
不
滿
足
^
る
ソ 

ク
ラ
一
ブ
ス
ビ
な
る
が
善
い」

ビ
。(ibid.:p. 

1
4)

か
く 

て
三
ル
は
一
一
つ
の
快
樂
の：

中
何
れ
が
偾
値
あ
る
か
、
或 

は
ニ
つ
の
生
活
態
形
の
中
そ
の
道
德
的
の
，處
性
及
び
結 

:

果
を
離
れ
て
何
れ
が
氣
持
^

良
き
か
0
質
問
に
卿
し
、
 

そ
の
雨
者
の
智
.識
を
有
す
る
人
の
.判
斷
が
決
定
的
で
あ 

ら
ぅ
。
：若
し
彼
等
の
，間
に
意
見
の
相
違
す
る
ビ
き
は
火 

多
數
の
制
斷
が
決
定
的
で
あ
ら
ぅ
ビ
答
へ
る
。(〖

cr
D:
, 

P. 

1
5
)
0

疑
も
な
く
、
か
.く
の
.却
く
ミ
ル
が
質
的
厲
別
を
認
め 

し

こV 」

は
論
理
上
必
然
な
る
矛
盾
に
陷
る
。
何
故
な
ら 

.ば

.レ

..ス
リ
ー*

ス
チ
ィ
ー
ヴ
ン
の
云
へ
る
か
如
く
水
一 

立
方
呎
は
鉛
一
立
方
呎
ょ
b
も
輕
し
ぞ
い
ふ
意
味
は
理 

.

.
»し
得
る
も
、
快
樂
は
之
を
互
に
比
較
し
其
の
惯
値
を
.
 

計
る
は
不
可
能
に
し
て
"
慈
善
の
快
樂
の
幾
何
が
食
欲 

の
快
樂
の
幾
何
ヒ
相
均
し
^
い
ふ
が
如
き
は
佥
く
無
意 

味
で
あ
る
。
页
に
快
樂
は
主
觀
的
感
情
叱
し
て
、
愚
人
の 

欲
望
す
る
も
の
が
愚
人
の
快
樂
、
賢
人
の
欲
望
す
る
も 

の
がis ；

入
の
快
樂
に
し
て
、
そ
.の
間
何
等
の
相
違
の
存
’
 

す
る
を
許
さ
:«
$
。
ミ
ル
の
云
ふ
が
如
く
^
的
快
樂
が 

感
覺
的
快
樂
に
優
る
S
な
す
は
絕
對
的
眞
理
で
な
い
。 

そ
は
種
々
な
る
事
情
に
從
つ
て
定
る
。
聖
者
も
一
杯
の 

水
を
宗
敎
的
耽
想
ょ
り
も
選
ぶ
時
が
あ
る
。
 

s
t
e
p
h
s
:

 

T
h
e

 

English 

utilitarians 〉
vol. 

I
l
r

p.

3
0
5
)
。

洵

に

「

吾
人
の
評
價
が
感
情
以
外
の
も
の
で
あ 

れ
ば
、
快
樂
間
の
質
的
區
別
ば
可
能
.で
あ
ら
う
。
併
し

笫

十

八

齒

C

一
 

〇
七
> 

雑

ク
ョ
シ
•ス
チ
ュ
ア
ー
ト
，
ミ
少
の
功
利
主
義
に
就
て

第一

镪

1〇
七



第

十

八

验

二

〇
八〕

雜

錄

S

ゾ
*
ス
チ
rt
.ア
I
.

吾
人
が
ベ
ン
サ
ム
の
心
理
學
說
を
採
用
す
る
限

b
ぞ
は 

不
可
能
の
こ
ビ
で

*
る

。j 

(
c
o
s
t
n
e
y
: 

J. 

S.giil, p. 

134)0

'

.
ミ
ル
が
人
間
行
爲
：の
善
惡
決
定
の
標
準
V
JL .
て

快

樂| 

を
®

び
"

而
も
そ
れ
に
質
的
跖
別
を
設
け
し
は
到
底
自

\ 

T

家
掼
着
な
る
こ
ミ
を
免
れ
«;
:いO
■:
菩
入
は
當
然
の
結
果| 

€
し
て
標
準W

し
て
の
快
樂
の
代
り
に
寧
ろ
快
樂
に
對
一 

す

る
標
準
が
必
要
ど
な
る
o

ミ
ル
は
一
方
に
最
高

の

標

| 

準
ど
し
^
快
樂
を
唱
へ
、
他
方
に
は
.
：

E

ら
知
ら
す
し

て

\

 

グ
ィ
ン
デ
ル
> 
ン
ド
の
桁
摘
.せ
る
如
く
、
：快
樂
の
.鑛

準

\ 

f
て
ブ
ラ

r

i
 く
、
I

、

I
及
び
I
に

\

窗

べ

る

("windelband: 

A

 History of Phil o
s
o
a
h
y
:

-

. 

,. 

: 
.
• 

: 

|

p
.

多7

 

w
o
#の
橡
芈
を
說
明
す
る
r:
善
の
觀
念
を
以
て

,
: 

.

.

.

. 

一
 

.>
Q
N 

-

i 

-
/ 

* 

.

. 
. 

■
: 卜

*
ミ
^
の
功
利
主
義
に
M
X 

第【

號

一

〇
八 

は
旣
述
の
如
く
人
間
を
沒
M
値
的
に
#
せ
ん
ビ

し
、

ぬ 

然
主
義
的
人
生
觀
を
抱S

た
。.
然
る
に
ミ
ル
は
口 

I
ル 

y

ソ
デ
等
沙
手
を
經
て
理
想
法
義
の
洗
禮
を
受
け
、
人 

間
を
斯
の
如
く
一 
個
の
生
物
し
て
、惯値的個性を 

度
外
し
，
興
行
爲
を
.一
般
的
因
架
の
法
則
に
從
つ
て
説 

明
せ
ん
ビ

す
る
試
み
に
不
滿
^
感
じ
た
。
菩
人
は
一
八 

三
八
年
に
發
表
さ
れ
し
彼
が「

ベ
ン
サ
ム
論」

に
よ
り
之 

を
論
^
す
る
。

ミ
ル
は
日
く

「

ベ
ン
サ
ム
は
思
ふ
に
人
間
は
快
樂
及 

び
苦
痛
に
®
か
さ
れ
易
含
も
の
で
あ
る
。

ー
祁
は
®
利 

の
種
々
な
る
形
及
び
利
己
ヒ
し
て
膂
通
に
分
類
せ
ら
る 

く
熱
情
に
よ
り
、

マ
部
は
他
人
に
對
す
る
同
迸
、
#
に 

は
反
感
に
よ
れ
て
總
て
の
行
®
は
遂
げ
ら
る
、じ
。
単
く 

も
此
處
に
ベ
ン
サ
ム
の
人
間
性
に
關
す
る
槪
念
は
行
さ

^
人
は
以
上
に
於
て

_

ミ
_

ル
|

の
'

偷
理
.

說
が
論
理
土
の
循
詰
る
。

」
「

彼
は
人
.間
が
靈

的

完

成

を

目

的ビ
.し

て
追
求 

r

r

l :
I ?

つ
f 2

の
a

た
o

然

ら

ば

何

故1!
]

]

«

な
る
彼
を
す
る
こ
ミ
の
出
來
る
も
の
ミ
は

1 &

め
な
か
フ

2

 

◊

呢
自

ミ
い
ふ
心
の
み
に
動
かr

v

れ
て
、
唯

其

-̂
自
身
の
爲
め
は

「

敷にて示せ

4

多
數」
の
權
，威
で
あ
る
。
ミ
ゲ
は

の
み
に
人
間
が
自
己
の
性
格
を
優
秀
な
る
水
準
に
^
上 

げ
や
ぅ
^
す
る
欲
求
を
持
ち
得
る
も
の
^
認
め
な
か
つ 

た
。
此
の
心
は
&
:心
ど
云
ふ
ょ
り
も
廣
き
內
容
を
有
す( 

る
も
の
^
し
て

、
E

心
:

レ「

ム
ふ
狹
き
形
に
於
て
S
へ
人
一 

間
性
に
此
の
火
事
實
あ
る
こ
ど
は
彼
の
注
意
を
脱
し
た|

_

で
あ
る
-」

「

尙

尊

^

い

篇

言

も

又

其

の

言

に

相

當

す

.

.

.
 

.

.

.

.

.

. 

^

る
觀
念
も
、
私

(

、、、
ル

)

の

記

憶

す

る

限

り

に

於

て

彼 

0
全
書
を
通
じ
て
嗰
.
1
IB
]

も
出
て
來
な
い」

W

論

破

す

j 

る
.

D
i
s
s
e
r
t
a
t
i
o
n
s

 

a
n
d

 

D
i
s
c
u
s
s
i
o
n
s
,

 

v
o
l
.
L
,

pp. 

35s. 

3
5
9
)
。 

.
、
 

次
に
彼
は
ベ
ン
サ
ム

.の
な
せ
し
業
緻
が
眾
に
物
®

^| 

利
益
を
の
み
追
求
す
る
を
®
す
る
。
ミ
ル
は
云
ふ
、

ベ 

ン
サ
ム
，は「

人
事
のbusiness

の
部
分
が
卯
ち
人
事
の
總 

て

、
あ
る
ビ
想
像
す
る
誤
謬
を
犯
し」

ハ
Jcr
o:
, p,

ov
>o\
e
、 

1
被
は
社
會
の
靈
的
利
益
に
何
の
な
す
處
が
な
か
つ
た」 

气

c
cr
l
d
. 

P. 

3
6
5
)
。

又
べ
ン
サ
ム
！

4

ょ
れ
ば
政
：府
< 

软

十

八

锻
2

0
九
.

|
雜
錄
ク
ョ
シ

*

スチュ了

之
に
反
對
し
て
、
多
數
の
.力

は「
個
人
の
人
格
を
笱
敬 

し
、
修
養
ぁ
る
智
#
の
/>
数
に
敬
意
を
表
す
る
限
り
に 

於
て
の
み
救
选
的
の
も
の
ビ

な
る」
ど
。

(

Jcr
s:
. P.

3
2?)

。
 

•

本
來

、
、
' ル
に
從
へ
ば
人
間
行
爲
に
は
道
德
、
的

囊

，
 

.的
及
び
同
情
の
三
方
面
が
ぁ
る
。(Ibid. 

p. 

3
00
7)

。
然 

る
に
ベ
ン
ナ
ム
は
靡
術
的
愦
操
的
本
能
が
如
何
に
遨
德 

の
方
ぎ
に
入
つ
て
.く
る
.
か
爲
■る
.こ
ビ
'か
出
.來
な

か

，つ 

た
。(Courtney: 

s
.

 Mill, 

p. 

6
3
)
。

さ
れ
ば
ミ 

^
 

.はI
K

ふ

「

.彼
は
A
間
性
の
ょ
り
深
き
源
嵌
を
知
ら
な
か 

つ
た
の
で

、

か
く
の
如
き
も
の
が
如
何
に
深
く
人
間
の 

道
.徳
性
及
び
個
人
並
び
に
人
類
の
敎
育
に
入
つ
て
く
る 

か
を
考

へ
な
か
つ
た」

^
。(

磨

I
: 

Dissertations, vol.

I—
l
.
p
. 3
00
9)

。

斯
の
如
く
ミ
ル
は
良
心
を
認
め
、
人
間
の
靈
的
方
法 

を
重
要
視
し
、
審
美
的
愦
操
的
方
衙
に
注
意
し
た
タ
乂 

,
ょ
~

^

の
功
.神
主
&

2

就
て 

第

I

虢

一

〇
九



第
十
八
#

C 
ニ

〇〕

雑

彼
は
ス
ト
ァ
の
耍
素
及
び
キ
リ
ス
ト
敎
の
婴
素
を
敬
愛 

丨
レ
、
こ
れ
等
も
亦
功
利
主
義
に
包
含
せ
ら
る
べ
き
を
信 

u

^

o(

M
i
i
i
: 

utilitarianism, 

p. 

I
I
)。

更
に
菩
人
ば
ミ
ル
が
人
間
の
倘
性
に
就
き
多
く
論
す 

:

る
を
見
る
：o

「

自
由
論
ド
第
三
章
；r

幸

福

の一,

要
素
即 

ち
個
性」

.ど
題
す
る
中
に
、
獨
人
ス\

ボ

ル

ト

0 -
著 

「

政
麻
のI

範
圍
及
び
義
務」

-
ょ
办
引
用
し
て
日
く

-1
漠 

然
た
る
刹
那
の
欲
望
に
，依
る
に
非
ず
し
て
永
遠
不
易
の 

理
性
の
命
ず
る
人
間
の
目
的
は
、
：彼
の
能
力
を
し
て
圓 

滿
充
足
な
る
完
全
に
最
：も
高
き
®
も
適
合
せ
る
發
達
を 

な
^
し
む
る
に
在
る
：>
:つ
故
に
寓
A 1
が
不
斷
に
努
力
せ
ざ 

る
ベ
か
ら
ざ
る
對
象
は
、
殊
に
同
胞
に
：影
響
を
與
へ
ん 

ビ
計
る
者
の
絕
へ
ず
眼
を
：注
が
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
對
象 

は
力
足
成
長
e
の
個
性
で
あ
る」

ミ
。(J. 

s
' Mill.: 

o
n Liberty, 

the 

Scott': Library pp. 

I〇
6
‘ T 0

7
)Q 

か 

く 

\

し
彼
は
個
性
の
耍
素
>£
-
し

てf
r
e
e
d
o
m

及
びvariety 

of situation

を
尙
び
多
數
の
壓
迫
を
.批
難
す
る
。
彼
は

錄

ジ

ョ

ン

•
ス
チh

ァ
ー
ト
？

、
>!
/
の

功

利

主

蘐
I:
就
て

第
！
號

一
ー
ひ

心
の
成
生
を
見
た
。
彼
は
人
間
の
完
全
を
理
性
の
永
劫 

無
窮
の
理
想
.ど
考
察
し
た
。
此
處
に
於
て
吾
人
は
ミ
•
ル 

が

一
八
ニ
六
年
夏
ょ
り
冬
に
か
け
て
の

薆
愁
時
代
に 

「

爾
の
人
生
に
於
け

る
目
的
が
悉
く
實
現
さ
れ
、
爾
が 

庶
幾
つ
て
い
る
諸
の
制
度
や
人
心
の
改
善
が
今
ヒ
い
ふ 

今
完
全
に
成
就
し
た
^
假
定
せ
ょ
。
そ
は
爾
に
€
り
て 

大
な
る
喜
悅
で
あ
b
幸
福
で
あ
る
か」

ぞ
い
ふ
自
問
に 

對

し「

否」

£
答
へ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
事
實
を
考
證 

す
る 

o

(

J
.
S
, 

Mill: 

A
u
t
o
b
i
o
g
r
a
p
h
y
,

 

pp. 1 
ハ 3 , 1

3
4
)
0

何

故

な

ら

ば

憂

愁

時

代

以

前

^

—

■'
%
ン
サ
ム
信
舉
時
代 

I

の
ミ
ル
に
e

つ
て
所
謂
最
大
幸
福
は
有
限
で
あ
つ 

^

o

n
し
か
し
慧
智
な
る
人
間
の
欲
求
す
る
目
的
は 

そ
れ
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
自
然
主
«
を
以
て
人 

生
猶
を
立
つ
る
.こ
^
は
本
來
人
生
觀
が
價
攸
理
想
目
的
，
 

に
關
す
る
も
の
た
る

以
上
不
可
能
で
あ
る
。
何
故
な
ら 

.ば
自
然
主
義
に
於
け
る
最
火
幸
福
觀
は
經
驗
の
價
値
を

は

前

述

の

自

問

に

對

し-!
一
 

の
抑
へ
■
き

自

覺

が
W
確 

に」
「

否」

史

答

へ

し

め

た̂

い
ふ
。'
:當
時

彼

は

：自
ら 

如
ら
ず
し
て
自
然
主
義
的
人
生
.觀
よ
タ
離
れ
ん
ミ
し 

た
。
■

し
：て「

自
由
論
し
:.
:に
*:
て
內
心：

の
成
長
を
絕
叫 

す
る
の
で
あ
る

0

吾

人

は
®
ふ
に
實
に
ミ
ル
が
快
樂
に 

I
®的
差
等
を
設
け
し
こ
ぞ
は
理
論
上
の
；矛
盾
で
あ
る 

が
、
思
想
上
に
於
て
は
偷
理
學
說
の
一
進
步
一
囘
轉
で 

あ
つ 

t •■°(Davidson : 

Utilitarianism, 

p. 

IOO
I) 

o
 

五 

.

.

：

然
ら
ば
ミ
,
は
如
何
狀
る
動
機
の
下
に
功
利
主
義
を 

遵
奉
す
る
乎
。
彼
は
;1
ペ
シ
サ
A

ビ
共
に
制
裁
の
說
を
採 

>
9
而̂

?)
-
制
裁
を
分
ち
て
外
賴
的
^
內
部
的
S
な
す 

(J. 

s
r 

Mill:
Utilitarianism, 

p. 
4
0

)

0 

>
、\

 
は
謂
へ 

ら

く「

外
部
的
制
裁
は
'吾
加
の
，同
胞
若
し
く
ば
宇
宙
の 

，支
配
者
よ
ひ
の
恩
®
を
希
ひ
ノ
不
快
を
恐
れ
る
こ
^
で 

あ
る
。」
「

何
故
な
ら
ば
■:一
 
般
の
幸
福
以
外
に
道
徳
上
の 

義
務
の
遨
礎
が
存
す
る
や
否
や
は
別
ヾ」

し
て
人
間
は
確
、

第

十

八

卷(

ニ
ー)

雜
錄
ク
ヨ
ン
。スチ

.

h

十

か

に

幸

福

を

欲

す

る

が

ら

で

あ

ふ

」

ビ

。

(Ibid. 

p
^

 

40, 

4
0
0

'彼
に
從
へ
ば「

義
務
の
內
部
的
制
裁
は
吾
人
の
義
務 

の
標
準
が
何
で
あ
ら
ぅ
S
同I

で
あ
る
。
即
ち
吾
人
の 

|

心
に
於
け
る1

感
情
で
あ
る
。」

「

こ
の
感
情
は
そ
れ
が 

公
平
に
し
て
、
義
務
の
純
粹
な
る
觀
念
ビ
結
合
し
、
そ
の 

特
殊
な
形
式
若
し
く
は
か
の
祺
な
る
附
鹰
的
の
事 

一
情

^
結
合
し
な
い
揚
合
に
は
良
心
の
精
髓
で
あ
る
。」 

(Ibid. 

p
p
.
t
, 42

)
。

そ

こ

に

拘

束

力

生
じ
、
そ

の

義
 

I

務
を
.破
棄
す
る
芒
き
恐
く
は
後
に
至
b
悔
悟
に
遡
過
す 

る
で
あ
ら
ぅ
。
そ
れ
故
に
總
て
の
遨
德
の
究
極
の
制
裁 

は

(

外
部
的
動
機
は
別V 」

し
て)

吾
人
の
心
に
於
け
る 

\

主
觀
的
感
情
で
あ
る
か
ら
"
功
利
主
義
者
は
か
、
る
特 

:
:別
な
る
標
準
の
制
裁
は
何
で
あ
る
か
.の
5
^
題
に
^
し 

ヾ
何
等
當
惑
す
る
所
な
ぐ
人
間
の
良
心
の
感
情
で
’あ
る
ヰ
.
 

答
へ
る
こW

が
出
來
る
。

、

彼
は
道
徳
的
の
感
情
は
生
得
の
も
の
に
非
ず
"
後
に 

，
丨

；i
t
,)v
の

功
利
主
義
に
就
て

-
 

' 

.

第

一

號

.

一

ニ



够
十
八
卷

ニ

.

.一二)

雜
' 

錄

ク
ョ
ゾ
*
ス
チ
土

桥
込
ま
れ
し
も
の
ど
姐
索
す
る
い
併

し

「

若
し
可
等
ぃ 

注
禅
す
る
も
の
そ
の
間
.に
有

X

す
れ
ば」

，「

若
し
肢 

!l
W
義
務
的
な
る
何
等
か
の
道
德
原
理
ぁ
り

V 」

す
れ 

ば」
「

他

人

の

快

樂

及

び

苦

痛

に

關

す

る

感

惝

」

な
る 

己VJ

を
斷
宵
す
る
。(Ibid* 

p.: 4
4
〕
。

か

く

て「

A -
類 

の
*|
會
的
感
情」

生
じ
、「

五
！！

人
の
同
胞
ご
一
致
せ
ん 

ど
す
る
欲
望」

>
」

化
す
。
而
し
て
彼
に
從
へ
ば"

そ
は 

幸
に
も
特
別
に
敎
へ
ら
れ
す
し
て
、
通
步
し
行
ぐ
文
明 

の
影
響
に
ょ
り
て
益
々
カ
强
く
さ
る
。
そ
れ
故
%
會
狀
.
 

態
が
人
間
に
對
し
段
然
的
必
.然
的
通
例
に
し
て
、
非
黹 

:な
る
事
情
の
下
か
若
し
く
ば
S
發
的
の
孤
立
の
努
力
に 

.依
ら

ざ

る

限

ぅ

、

人
間
は
；圈

體

の
' 

I ..

員
ビ
し
て
上
り
、
 

以
外
に
自
己
を
認
謙
し
得
な
く
な
る
。(Ibid. 

P. 

4
6
)
。 

「

各
.個
人
は
殆
んV 」

本
能
的
‘に
；常
然
に
他
人
，を
顧
慮
す
：
 

な
存
夜
^
し
.て

自

己

を

自«
す

る(Ibid. 

p. 

400)

。
勿 

論
大
多
數
の
個
人
に
似
、
そ
は
彼
等
の
利
己
的
感
情
に 

比
し
て
遥
か
に
微
力
成
は
*
力
な
る
こ
汔
す
ら
あ
^N

得

ァ
^
'
‘ 

> 

*

ミ
/ y

の
功
利
主
義
I:
就
て 

第
一
腿
.

ニ
ニ

る
o
:併
し
之
を
有
す
る
人
に
對
し
て
は
、
そ
は
全
く
自 

然
W
感
情
の
總
て
の
性
質
を
具
備
す
る
*0「

こ
れ
篇
く 

.
し
で
は
不
可
な
る
1
.屬
性
の
如
く
俎
惝
さ
る
。」

こ
め
，
 

.

確
信
が
ミ
ル
に
依
'

れ
：：

ば
.最
大
幸
福
道
德
の
究
■
の
制
裁 

I

で
あ
る
く 

(

I
s
. 

p. 

5
0
)
。

さ
れ
ば
彼
は
云
ふ「

ナ
ザ 

ぃ|: ー；

レ
の
ィH

ス
の
金
言
の
中
に
菩
人
は
功
利
主
義
倫
0 !
學 

.1'

の
夺
精
神
，を
見
る
。『

己
の
欲
す
る
所
を
他
人
に
’な
せ
。 

j

己
の
如
ぐ
隣
人
を
愛
せ
ょ』

は
功
利
チ
_
,
遒
德
の
现
想 

j

的
完
全
で
あ
る」

ぐJ
o (Ibid

• pp. 

2
4
、

2
5
)
0

 

\ 

'ァ
レ
キ
サx

ダ
ー
。
ベ
ィ
ン
は
斯
の
如
'き
ミ
ル
の
;a

I

想
を
'以

て

道

窗

情

操

の

始

源

に

關

す

る

極

め

て

卓

越 

一
せ
る
，所言
な

b VJ

推
稱
す
る
:;
0

然
れ
，じ
も
菩
人
は
レ
ス 

:
リ
ーe

ス
チ
ィ
ー
グ
ン
ど
共
に
：論
中
k
大
な
る
瑕
疵
を
發 

、：
見
す
る
。

:

ミ
ル
は
父
ジ
エ
！

ム
ス
®
ミ

ル

の

影

響

に

ょ

.
^
、

善
 

;
.惡
IE
邪
は
行
爲
の
結
果
に
依
り
て
定
め
、
行
S

の
結
染 

^
動
機
ヒ
¥
全
く
無
侧
係
な
ケ
£

&
考
し
た
。
併
し
例

へ
ば
異
端
者
を
ic
す
は
、
そ
の
動
機
が
恨
に
し
て
も
將 

愛
に
し
.，て
も
そ
の
結
果
^
同
1
_で
.あ
る
。
行
爲
の
善
惡
：
 

を
許
置
す
る
に
、
を
が
包
含
す
，る
.一
切
の
も
の
を
考
察 

す
る
を
要
す
る
。
動
機
を
廣
_
に
解
す
る
時
、
動
機
は 

道
德
を
構
成
す
る
。
行
爲
の
善
藤W

人
格
の
善
惡W

の 

間
に
區
別
が
な
い
。
善
行
^
は
善
人
の
#
打
す
る
行
爲 

.で
あ
る
。
斯
く
考
ふ
る
時
、菩
人
は
ミA

の
外
部
的
制
裁
. 

に
不
滿
を
感
す
る
。
何
故
な
ら
•は

「

外
部
的
制
裁
ど
は 

善
人
な
ら
ず
ど
も
善
人
の
如
ぐ
行
爲

せ

.
し

ひ

る

動

機

を
 

い
ふ
'3」

を
が
社
會
に
必
獎
な
る
こ
€
，
又
之
が
眞
1£
: 

の
.道

德

の

發

達

に

，
益

す
る
も
の
な
る
こ
^
ĵ
nj
]

^
!:
'

 ̂

る
。
.乍
併
結
果
道
德
は
品
位
そ
の
も
の
ゝ

發
表
に
外
な 

ら
な
い
o
從

つ
て
遒
德
C
對
す
る
普
遍
的
制
裁
の
發
見 

は
空
想
で
あ
る
。
斯
吖
如
き
動
機
は
道
徳
的
動
機
に
非 

中
、
斯
の
如
き
制
裁
を
發
m
せ

ん

<£
す
る
企
圖
は
道
德
'
 

の
皮
相
的
叉
は
不
完
全
な
る
見
解
を
包
含
す
る
も
の
で 

あ
る
。
實
に
.、'、
ル
の
缺
«
は

外

部

的

制

裁

を

-«
て

內

部

第

十

八

盤

ハ
1
1
H)

雜

餘

ゥ
-3
ン
。
ス
チ
1
1ァ

的
制
裁V 」

同
等
の
も
の
ど
做
し
、
.全
く
道
德
的
に
非
ざ 

.!
>
こ

ど

を

見

る
に
失
敗
.せ
し
所
に
存
す
る
。

(Leslie

Stephen : 

T
j
b
.n
>
W
D 的
 

Jw-
h utilitarians. 

V
.C
I
, 

I
J
r
でp.

1
3
〇
9
-3

I2
y

六

功
利
主
義
は
如
何
な
る
靜
明
を
許
す
乎
。

ミ
ル
は
一K
 

ふ
吾
人
の
智
識
及
び
行
爲
の
第
一
原
理
は
！g

明
を
許
さ 

な
い

(

併
し
若
し
あ
办
ビ
す
れ
ば
、
例
へ
.ば
或
る
對
象
が 

見
え
る
ご
い
ふ
こ
€
に
與
へ
得
る
唯
一
の
引
瞪
は
實
際
.
 

に
そ
れ
を
見
る
ビ
い
ふ
.」

t

に
し
て
、

吾
人
の
他
の
經 

驗
源
痕
に
就
い
て
も
皆
同
樣
で
あ
る
ど

(
J
.
S
.
M
m
:

 

Utilitarianism, 

pp. 

5. 6
, . 5

2-
5
3
)
。

さ
れ
ば
彼
に
從
へ

ば
、

一
般
に
幸
福
が
鑒
し
き
も
の
な
る
理
因
は
各
人
が 

幸
福
を
獲
得
し
得
る
€

信
ず
る
限
6
自
己
の
宰
福
を
欲 

す
るV

J

い
ふ
に
在
.る
。

彼
に
依
れ
ば「

目
的
に
關
す
る
問
題
は
換
言
す
れ
.ば 

如
何
な
る
物
が
望
し
&
か
の
問
«
で
あ
る
。し
從
つ
て 

ト
•ミ

/y
の
劝
利
主
義
|:
就
て 

筇
一
辘 

一- 一
H



浓

卞

八

潘(

一一0

幸
福
は
人
間
が
现
實
に
隹
む
:レ
.，
I
ふ
#
實
.ょ
り
出
#
し 

て
人
間
の
0
的
ビ
な
る
。
目
的
の
遂
行
は
即
ち
善
で
あ 

る
。
か
く
て
各
人
の
幸
福
は
各
人
の
.一
つ
の
華
皮
な 

る
。
そ
れ
故
に
ー
般
の
幸
福
は
總
て
の
人
*0
集
合
に
€
. 

つ
て
善
で
あ
る
。
そ
は
道
德
の
標
準
©

一
を
な
る
。
併 

し
取
に
之
の
み
に
て
は
之
が
唯1

の
標
準
な
り
や
否
や 

.不
明
で
あ
る
。
ミ
‘ル
は
彼
の
所
謂
聯
想
の
法
則
1
ミ̂

0
£ 

Association

を
適
用
し
、
德
な
る
實
例
を
引
用
し
て
幸 

lr
^
lf
f
f
.

1

0
道
德
.の
標
準
な
る
こ
S
を
證
.明
す
る
、

.

i

は
功
利
主
義
論
第
一

一,

章

に

於

て「

I

及
，び
苦 

0

ょ
り
の
-
:
！
ntt
l
は
目
的
ビ
し
て
望
し
き
唯
一
の
も
の
:̂
'
:

:

b」

ビ
い
ふ
。

(Ibid. 

p/ 

1
0
)
，

M
ふ
に
人
間
は
快
樂 

を
目
的V 」

し
て
行
動
す
る
こV 」

ら
あ
^v

得
る
。
然
も
同 

:

時
に
快
樂
を
手
段
ビ

し

て

他

の

目

的

の

爲

.め
勞
方
す
る 

場
合
も
あ
り
得
る

.0
ジ
エ
ー
ム
ス
は
譬
ぞ
以
て
論
じ
て
.
 

日
ぐ
、
‘快

樂
が
欲
求
の
目
的
な 

>
と
の
說
は
恰
も
?1
.炭

笫一

號

ニ

四
 

め

に

汽

船

：は

右

炭

消

費
0 '

爾
機
以
外
の
自
的
に
依
つ
て 

海
上
に
出
ず
る> J V」

能
は％

 W

い
ふ
に
均
し
ビ
。

(
J
a

丨 

m
e
s

 : 

P
s
y
c
l
i
o
l
o
g
y
,

 

V
O
L

 

I

r

V 

-5
500)

0 

さ
^
ば
ミ

一
ル
^

雖
も
前
述
の
如
ぐ
快
樂
を
以
て
唯
一
の
目
的
な
b

 

V」

す
る
傍
ら
快
樂
を
目
的
ビ
せ
ざ
る
行
爲
を
考
察
せ
ざ 

る
を
得
な
か
.

つ
れ
6 

' 
:

吾

人

は

聯

想

主

義

を

彼

の

「

論

理

學

體

系

」

第

六

.編 

L
o
g
i
c

 

o
f
g
o
r
a
l

 S
e
n
s
e

に
見
出
す
で
あ
ら
ぅ
。
彼
に

從
へ
ば
心
理
學
の
目
的
ば
或
る
心
的
狀
態
で
他
の
心
的
. 

狀
態
？
の
繼
起
の
統
一
法
則
を
決
定
す
る
.に
あ
る
。
ニ 

法
則
あ
り
、
第
一
は
一
.度
吾
人
に
感
炮
ら
れ
し
意
識
は 

I 
0

0

せ

し

め
た
e
同
一
の
厮
因
無
く
し
て
之
を
W
現

レ

せ
し

^
得
マ」

い
ふ
の
で
、

ヒ
ュ

^
ム
に
ょ

^
?全
ゆ
る
心

的
印
象
は
そ
れ
自
體
の
舰
念
を
有
す
ぞ
云
は
れ
た
も
の 

で
あ
る
。
第
二
は
這
般
の
雜
念
は
聯
想
の
法
則
に
從
ひ
. 

吾
人
の
印
象
或
は
他
の
挪
念
に
ょ
っ
て
禅
現
せ
し
め
ら

雜
錄
；クョゾ，
ス

*f
rt
.r-
n
ト
•
ミ，
ダの功利主義

|-
就
\
>

を
消
費
せ
_ず
し
て
转
船
は
海
上
を
進
行
し
得
ざ
る
が
爲
れ
得

S
ぃ
ふ
の

-1
:
'め
る
。
聯
想
心
理
學
は
三
っ
の
法
則

を
有
す
、(

一
)

類
似
の
觀
念
は
相
霉
に
聯
想
す
。(

ニ)

1

0
の
印
象
が
同
時
に
或
は
連
績
に
風
1
經
驗
.さ
れ
、
し 

か
も
そ
の1

の
觀
念
或
は
印
象
が
W
び
.想
起
さ
れ
.し
 

時
，
他
の
觀
念
と
聯
想
さ
れ
易
し
。

XI

ニ)

同
程
度
の 

intensity

を
有
す
る
二
つ
の
觀
念
は
相
互
に
刺
戟
し
聯| 

想
す
£
い
ふ
0

で

あ

る

:°
. (J. 

S
.'
M
i
H : 

A

 S
y
s
t
e
m

 of 

L
o
g
:
C
V
I
9
I9

'
p
.

 

557)0

 

. 

j 

彼
は
こ
の
法
則
を
利
用
し
>
人
間
が
快
樂
及
び
苦
痛
、 

の
缺
如
ビ
等
し
く
徳
及
び
悪
の
缺
乏
を
望
今
或
は
幸 

. 

一

8

以
外
に
人
間
の
，目
.的
が
'存
莸
す
.
^
な
す
諸
反
對
說
に 

.
答
べ
た
。
 

| 

:
ミ
ル
に
從
へ
ば
功
利
主
義
者
は
德
を
そ
れ
自
體
蕃
€ 

j 

i!
む
る
事
に
決
し
て
K,
»
し
な
い
。
如
何
ビ
な
れ
ば
幸 

福
の
聪
分
は
頗
る
多
«-
.に
涉
り
、
各
成
分
は
そ
れ
自
ら 

錤

し

き

も

の

だ

が

ら

で

あ

る
.0
漉

は

自

然

に

始

初

ょ

ダ 

目
的
の

.

一

部
で
は
な
い
。
併
し
斯
ぐ
な
る
こ

^
を
得
る 

も
の
で
あ
る
。
例
べ
ば
金
錢
は
傲
钒
滿
.足
の
手
段
で
あ

m
* l
十

八

猞

(

一

一

き

雜

錄

ジ

ョ

ン

”
ス
チ
ュ
ァ
丨

る
。.
併
し
金
錢
の
愛
は
单
に
人
間
生
活
を
動
浐
す
最
强
，
 

の
：カ
な
る
の
み
な
ら
中
、
多
く
の
場
合
そ
れ
自
體
欲
盟• 

さ
る
9

金
の
所
有
欲
は
科
用
欲
よ
り
も
屢
v
p
t度
で
あ 

る
。
そ
の
時
金
法
目
的
の
爲
め
欲
望
せ
ら
れ
す
し
て
、
 

目
的
の
，一

部
ビ
な
る
。
同
じ
こV

は
人
生
の
火
多
数
の 

目
的
に
も
云
ひ
得
，る
。
功
利
主
義
の
認
識
.に
從
へ
ば
德 

も
亦
乙
の
種
の
善
で
あ
る
。
か
く
て
彼
は
云
ふ

「

あ

る

 

•1
り
高
き
目
的
へ
の
手
段
、
而
し
て
究
極
に
は
幸
福
へ 

の
手
段
だ
し
て >

は
な
し
.に
：
何
物
か
せ
欲
求
せ
ら
る 

y

ど
せ
ば
、
そ
は
幸
福
の1

部
マ」

し
て
欲
襄
せ
ら
れ
る 

の
で
あ
る』

^
J
c

(

M

s

“ 

UtiHtarlanism, 

p. 

5
7
)
。

同
じ
法
則
に
よ
り
彼
は
堅
固
な
る
德
或
は
0

的
を
有 

す
る
人
は
、
そ

の

目

的

を

考

虛

す

る

に

赏

現

有

す 

る
快S

或
は
自
的
を
實
現
し
て
取
#
す
べ
き
快
樂
を
毫 

も
見
る
こ
ミ
な
•く
し
て
其
目
的
を
遂
行
すV 」

.

い
ふ
反
* 

說
に
答
へ
る
。
彼
に
よ
.れ
ば
能
動
的
現

象

れ

る

意
志 

w
i
l
l

«
受
動
的
狀
態
找
る
欲
-
^

d
e
s
i
r
e

)€
は
^
る
。

•
ト
の
功
利
生
義
I:
就

て

m

I
號

こ

丑

;



第

十

八

猃(

一
H

P
雜
錄 

而
し
て
意
志
は
最
勒
欲
製
よ

^
出
發
す
る
が
次
第
に
自 

ら
根
を
生

.じ

.親
よ

o

離
れ
遂
に
は
§
vl
*
;
の
目
啲
の
場
を 

に
は
吾
人
が
欲
す
る
故
に
意
志
す
る
に
#'
ず
し
て
、
意 

志
す
：る
が
故
に
之
を
欲
す
る
o 

.之
叫
ち
.習
馆

の
力
で
あ 

る
。(Mill: 

Ibid 

p. 

5
9
)
。

斯
の
如
く
ミ
斤
は
人
を
し
て
彼
はHedonistic Para­

d
o
x

 

に
墮
せ
ぅV 」

运
は
し
む
る
程(aavidson : 

u
t
i
r

 

taria

s.s
n
v

 p. 

1
8
2
)、

這
個
の
法
則
を
利
用
し
、
巧
み 

に
人
■
性
を
利
己
的
な
る
も
の
よ
り
利
他
的
の
も
の
に 

迄
樅
；̂
_し
柠
く
の
で
あ
る
。
''
:

.

•七

.

‘

人
間
性
の
利
己
か
利
他
£
の
問
題
は
洵
に
闽
雛
ば
る 

も
の
に
し
て
、

r
\

サ
ム
は
南
者
の
解
決
に
何
の
..寄
與 

す
る
所
が
な
か
つ
た
。
ミ
ル
に
至
り
人
間
は
本
源
的
に 

刹
己
な
り
》
し
~1>
而
も
*
離
®

法

則

に

訴

ぺ

て

恰

も

生 

将
の
如
く
に
1[
#
的
感
情
^:
'
案
じ
、

之
に
よ
り
て

.

兩
激

第

一

猇

ニ

六

•
 

衝
突
す
る
を
»
鄰
し
#
ざ
る
か
。
思
'ふ
に
こ
れ
心
理
學 

上
の
ミ
ル
の
繼
承
者Y

イ
ン
が
同
情
を
以
て
純
疋
な
る 

無
欲
の
衝
動V

考
へ
し
所
以
^
め̂
る
。
^
.
: 

E
m
o
t
i
o
n

 

and the 

will, 

p. 

2
9
5
)
。

艺
も
あ
：れ
彼
等
は
シ
デ
ユ
ク 

j

ヰ

r
ク
の
指
摘
せ
る
如
く
ft
會

の

一
般
的
利
益
ご
個
人 

の
道
德
的
に
示
す
所
を
調
和
さ
せ
ん
^
す
る
に
.

一

致
し 

「

た
。(

s
i
d
g
、w

.B
*
k : History 

ofwthics,'p. 2
5
2
)

グ
ィ
ン

デ
ル
♦ハ
ン
> ド
の
所
言
の
如
く
實
に
個
人
中
義
に
伴
ふ
道 

.，德
價

値

のa
會
的
規
準
ご
利
己
的
動
機
說
e
の
結
合
は 

當
時s

英
國
學
氣
の
二
般
的
傾
问
で
办
つ
た
。
何
故
な 

\

ら
ば
時
の
言
論
：に
.於
て
社
會
は
恰
も
社
會
の
各
良
を
爲 

|
す
も
のVJ

考
へ

k
る
、
個
人
に
ょ
つ
て
*
成
さ
れ
た
疑 

\

體

で

あ

る

ご

E
義
さ
れ
た
。
社
會
の
利
益
は
そ
の
社 

會
を
構
成
す
る
各
員
の
利
益
'の
總
計
で
あ
る
。
從
つ
て 

社

會

の

利

：益
を
：增
進
す
る
，
手
段
：は

有

ゆ

る

人

々

が

囟

己 

の
利
益
を
求
む
る

に
f
 
€
沄
ひ
得
た
か
ら
で
あ
る

 々

(
"
W
i
n

cue
l
b
a
n4

 : A

 

J
EIistory o

f

-wh
i
l
o
s
o
p
h
y
v

 

p. 

6ON
3 ) 
o

ス
チ
ー
ゲ
ン
‘に
從

へ

ば

功

利

主

義

は

人

間

を

^

の
存 

在
す
^;
環
境
に
よ
つ
て
支
配
さ
る
.、
無
色
の
；

，枚

の

紙 

或
は
本
源
的
原
子
ざ
见
考
し
た"

此
の
主
張
に
よ
れ
.ば
，
 

胁
會
は
次
間
^
云
は
る
、
掠
子
の
集
合
で
あ
る
。
於
人 

は
.幸
福
を
欲
す
。
而
も
幸
福
は
贩
に
で
示
さ
れ
且
小
分 

さ
：る
得
る
二
神
の
感
情
的
潮
流
で
あ
.る
o
行
爲
の
道
德
，
 

性
は
そ
の
假
設
的
潮
流
の
體
«
を
増
す
や
減
ず
る
や
に 

よ
つ
て
決
す
。(Courtney : 

J. 

s
.
;

-Mill, 

pp.. 

135, 

,1
3
6
)
。
. 

• 

V

 

;

 

‘

,、
ル
も
斯
く
考
へ
た
依
つ
て
生
じ
ね
る
も
の
が
人 

性
構
成
學 Ethology or the 

science 

of formation of 

C
h
a
r
a
c
t
e
r

で
あ
る
。

、、、
ル
によ
：れ
ば

、
‘歸
納
科
學
な
る 

心
H
學

は

第

一

段

に

"

必

然

的

化

演

繹

的

科

學

な

る

人 

性
構
成
學
は
其
の
次
位
を
占
め
、
後
者
は
前
渚
ど
§
 

學
_>2
の
述
«
を
.な
す
名
fe
で
.あ
る
。(>

^
£
0

 

“ 

.
>

Histo- 

rv 

of English 

U

 tili

r-farianism, 

p

 

■

2 6

 
w )

0 

然
る
に
突
如w

し
て
吾
人
は
一
A
四
四
砵
四
月
：三n 

第
十
八
怨

附

の

11
!

ん
ぃ
宛
の
«

翰
に
思
燦
末
だ
熟
せ
ざ
る
を
以
.て 

人
性
權
成
學
^

中
^
^
^
.2:
«

く
ミ
ル
を
見
る
。

.

.

(T-^slic. 

s
t
e
p
h
s

 .: T
h
e

 E
n
g
H
s
h

 ustarians, vol. III., p. 5
1
)
0

思
ふ
に
斯
學
は
ん
間
の
性
格
が
環
境
に
支
配
さ
る
s s

 

.

.
•
ふ
.1

定
の
法
則
に
®
き
存
往
す
せ
い
.ふ
前
提
の
下
に
立 

:
っ
。
勿
論
ミ
ル
の
生
涯
人
間
が
因
染
の
法
則
に
ょ
つ
て 

左
右
さ
る
^
信
.じ
て
ゐ
た
。
同
時
に
彼
は
人
間
に
内
在 

す
る
精
神
を
認
め
"
個

性

の

成

長

を

覦

た

。
..後
以
前
の 

因
果
的
方
法
«
唯
前
件
後
件
の
必
然
隨
伴
を
表
す
の
み 

で
、
人
間
精a

：

の
本
來
有
す
る
.自
發
性
を
冱
認
し
た
。

ミ
ル
は
之
を
否
認
す
る
こ
€
能
は
中
、
而
も
英
國
學
說 

0 *
桎
锆
ょ
り
全
然
脫
却
す
る
を
#
す
。
さ
：れ
ば
斯
の
如 

き
不
徹
底
を
見
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

吾
人
は
更
に
：鍵
の
消
息
の
露
示
を
功
利
主
«
論
刊 

行

後

部

に

し

て

出

版

さ

れ

しExamination, of Sir 

w
.

 

H
a
m
i
l
t
o
n

に
見
出
す
。n.

1
ト
ネ
I
に
ょ
れ
ば
そ 

は
.明
£1
.に
ミ
ル
が
理
想
主
義
：に
接
近
せ
る
こ
.ビ
を
顯
.は

第1

鱗

1

一
七
/

c

一
一 
七
し
_

雜

鋒

ジ

ョ
V0
ス
チ
ユ
ア

I
ト
I
ル-の
劝
利
主

義
11
就
ズ



裕十八怨

(

ニ八

〕

雜錄クヨゾ

*
ス
チ
ネ
ァ
ー
ト
|

ル
の
功
置
義
に
就
て 

第一

镳

【

一
八

す
も
の
で
あ
る
。
卽
ち
吾
人
の
外
界
の
有
ゆ
る
觀
念
を 

思
索
の
主
觀
的
感
情
に
持
ち
行
く
の
で
あ
る
。(court

， 

J. 

s. 

M
m
, 

p. 
13

ふ

吾
人
は
彼
の
組
想
の
中
に 

ド
ッ
ク
、

ヒ
ユ
ー

ム
等
に
ょ
つ
て
代
表
さ
-る
、
經
臌
派
ヒ 

カ
ン
ト
等
に
ょ
つ
て
導
か
る
、
理

想
生
義
ビ
の
結
合
の 

最
も
敎
：示
的
な
る
說
明
を
觀
る
。

.
，

論
者
成
は
云
ふ
功
利
主
義
程
槪
念
的
混
«

に
支
配
さ 

れ
た
學
說
は
嘗
て
■存
在
し
な
か
つ
た
€

0(
E
部
次
郞
氏 

偷
理
學
の
根
本
問
®

九
三
.肖)

。
吾

人

は

ミ

\

0 '
1
諸
#
 

を
潰
み
て
屢
々
此
の
感
に
製
る
。
併
し
彼
が
ょ
く
感
®
 

的
^

藥
を
以
て
滿
足
せ
す
、
人
間
の
內
心
に
介
在
す
る 

も
の
•を
求
め
し
乙
^
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
は
功
利
. 

主
義
の
.理
想
は
一
般
A

士
が
高
-^
な
る
性
格
を
狻
成
す 

る
こw

に
：依
つ
て
の
み
そ
の
目
的
を
達
成
し
得
る
せ
云 

ふ
o (

_

ド

Utilitarianism, 

p. 

1
6
)

彼
の
尊
ぶ
所
は
精 

神

の

獲

で

あ

つ

た

？

ト
I
マ
ス
*
ヒ
デ 
'
グ
リ
ー

ン
は
.英
_
經
驗
派
0
,努
カ

を
：稱

レ

て

、
赞_
の
棚
界
ょ
ヶ.精
_
の
：作

用

を

消

減

し， 

-

智
識
の
對
象
を
貧
ん
き
受
動
的
感
縣
に
短
縮
せ
し
こ
ビ 

に
あ
る
'?
,し
す
る
。(R.ogers : 

English and 

A
meri

c
a
n 

Philosophy 

since 

100
0
0, p, 

2
2
1 

)

。
.然
れW

も五
！！

人

i

は
グ
リ
ー
ン

の
善
或
は
神
は
自
己
の
可
能
性
外
實
現 

な
6

^
す
る
恕
想(

&
0:
,
"0
.
2
2
4

)

ビ
這
個
9

、、、
ル
の
學 

說
ご
の
間
，に
相
共
»
な
る
も
の
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

1
八
七
1
ー'1年
五
月
八
日
佛
國
ア
グ
ィ
ニ
ヨ
ンA

v
i
g
n
o
n

 

に
ジ
ョ
ン
*
ス
：チ
ユ
ア
I
ト

•
、、、
'
を
失
ひ
今
方
^
五
十 

年
の
塵
霜
を
經
過
し
た
"

.

|

憶
ふ
に
偸
’理
說
と
し
■て
の
功
利
主
義
は
旣
に
十
九
世 

一
紀
の
後
半
ニ
ー
ニ
十
年
間
に
太
體
そ
の
菡
礎
を
失
づ
た
。 

(
A
l
b
e
e
:

 

A

 

s
s
t
c
r
y

 

of Utilitarianism, Intro, xi 
コ
リ

然
れ
ざ
も
過
去
半
世
紀
.に
.瓦
：り
三\

の
最
大
幸
福
說
が 

m
&
上
の
功
利
說
0

動
の
根
元
^
な
り
.、
法
律
成
は
政
一

人
も
之
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
ざ
‘
所
で
ぁ
ら
5

。

V

貨
幣
數
量
說
の
史
的
考
察
：

.、
，
萩

；原

吉

太

部

,
凡
を
經
濟
學
上
諸
說
相
旗
傾
し
て
紛
々
た
る
論
謝
女 

惹
起
し
代
る
こ
^
貨
幣
價
値
の
問
題
ょ
b
®

に
き
は
瓣 

い
.0
就
中
、
货
幣
數
量
說
は
恒
に
興
論
_
の
焦
®
に
.位 

し
A
其

現

在

具

有

す:^
內

容

肜

膨

に

到

達

す

る

迄

に

は 

峻
激
な
る
難
詰
ビ
幾
多
試
練
の
間
を
經
過
し
た
办
で
ぁ 

る
。
從
つ
て
今
斯
說
發
達
の
迹
を
遡
つ
て
這
個
の
消
息 

を
傑
求
•す
る
も
强
ち
徙
事
で
も
め
る
ま
い
。
私
は
以
下 

主
な
る
學
者
の
著
書
を
必
駆
な
る
K
ff
i
に
於
て
引
用
« 

討
し
て
其1

斑
の
®
知
に
務
め
度
いW

思
ふ
。

S 

J
o
i

 

r
o
c
k
e

 

J
o
h
n

 

L
o
c
k
e

を
以
つ
て

貨
*
數
量
說
の
鼻
祖
^

な

す
 

は
今
や
學
者
間
の
通
說
で
あ
る
。
乍
併
斯
說
は
決
し
て

彼
に
依
つ
て
創
見
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
非

す

し

て

、

唯 

單
に
彼
を
俟
つ
て
初
め
て
比
較
的
鮮
明
に
表
現
せ
4

办 

た
に
過
ぎ
無
い
。
從
つ
て
彼
に
附
與
す
る
に
鼻
服
な
る
'
 

冠

辭

を

以

つ

て^ -
る
は
必
し
：も

允

當

で

は

な

い

。

斯
說 

の
*
夺

4
®
に Jean 

Bodl.n 

.の 

R
esponse a

u
x

 para­

doxes 

de 

M
.

 

de 

Malestr oit: touchaut 

penoheHsse- 

m
e
a
t

 de tous、les choses .et des monais- 

1
5
600
.
の
裡 

に
發
見
せ
ら
れ
.、
次
い
で
其
意
見
は
W..S.

のA

o-
-
o
m
-

 

p€ndl,§
s 

o
r

crrief 

e
x
a
B
i
v
a
f
o
n

 

ot 

rertayne 

ordinary.nompiaints 

of d
ive

r
s
e

。叫 
o
d
H 

colmtry- 

m
e
n

 in these our 

d
a
v
s
: 

which 

altbougn they 

与
n> 

in; s
o
m
e

 

p^rt injust and 

trmolouw 

throughly 

a
? 

crated 

arl

o.discussed, 

b
y

 

ŵ. 

S
.
,

c.entleman 

I5
00

I. 

に
依
6

踏
襲
せ
ら
れ
、
更
に
降
て

R
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a
u
g
h
a
n
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M
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